
腎臓と泌尿器の疾患

犬のシュウ酸カル
シウム尿路結石症

シュウ酸カルシウム尿路結石症は、犬の 2 大尿石の  
1 つで、外科手術で除去しても再発しやすい疾患です。

キーメッセージ

  尿路疾患用の療法食は、次のことから犬のシュウ酸カルシウム尿路結石の再発リスクを低減するのに役立つ可能性が
あります。  

   シュウ酸カルシウムの生成を抑制するマグネシウムなど、食事に含まれるミネラルやその他の栄養素を最適なバラン
スで摂取できるよう助けます。

   食事に水を加えると、総水分摂取量と尿量を増加させ、より希釈尿を促す可能性があります。尿を希釈すると、尿石前
駆体の濃度が低くなります。尿量が増えると排尿回数も増え、尿石ができる前に前駆物質を排出することができます。 

  尿路結石症の管理には、希釈尿の排泄を促すことが推奨されます。 

   治療食と希釈尿の目的は、尿石形成の可能性の指標である RSS（相対的過飽和度）技術で算出したシュウ酸カルシウ
ムの準安定領域または不飽和領域の尿を生成することです。これにより、新たなシュウ酸カルシウム尿石が形成される
リスクを低減します。 

   研究結果は確定的なものではありませんが、理想的な体調を維持するための食事を与えることは、シュウ酸カルシウム
尿路結石のリスクの低減に役立つ可能性があります。

シュウ酸カルシウム尿路結石症のリスク因子は完全には解明されていませんが、再発のリスクを下げるための多面的
な戦略の一環として栄養を用いることがあります。シュウ酸カルシウム結晶尿の所見は、特に採尿後の尿検査が遅れ
た場合に偶然生じることがあるので、臨床症状やレントゲン写真の有無に照らして検討する必要があります。

治療のための栄養

（次のページに続く)
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Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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